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菅
義
偉
政
権
が
発
足
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
へ
向
け
た
対
応

と
経
済
再
生
へ
の
舵
取
り
に
関
心
が
集

ま
る
な
か
、昔
話
を
一
つ
。

　
二
〇
一
二
年
十
二
月
に
発
足
し
た
第

二
次
安
倍
内
閣
。七
年
八
カ
月
首
相
を

務
め
た
安
倍
晋
三
前
首
相
は
今
年
八
月

末
、退
陣
を
表
明
し
た
。経
済
政
策
と
し

て
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・
三
本
の
矢
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
安
倍
政
権
の
こ
の
約

八
年
は
、激
動
の
波
に
さ
ら
さ
れ
た
建
設

産
業
の
変
化
と
も
重
な
り
合
う
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発
足
す
る
一
カ
月

前
の
二
〇
一
二
年
十
一
月
、建
設
産
業
界

と
国
土
交
通
省
、厚
生
労
働
省
な
ど
行
政

も
関
与
す
る「
社
会
保
険
未
加
入
対
策
」

が
華
々
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。五
年
を
か

け
社
会
保
険
未
加
入
企
業
を
排
除
す
る
こ

〇
九
年
度
に
は
二
五
兆
円
、二
〇
一
〇
年

度
に
は
二
三
・
九
兆
円
ま
で
縮
小
し
た
。

わ
ず
か
一
年
間
で
六
・
五
兆
円
、二
年
間

で
七
・
六
兆
円
分
の
民
間
建
設
市
場
が

消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
民
間
建
設
投
資
の
減
少
は
、企
業
の

設
備
投
資
意
欲
減
退
の
裏
返
し
で
あ
り
、

経
済
規
模
を
示
す
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生

産
）最
大
の
柱
で
あ
る
消
費
の
減
少
に
も

つ
な
が
る
。だ
か
ら
安
倍
政
権
は
、民
間

需
要（
民
需
）を
喚
起
さ
せ
、景
気
全
体

を
刺
激
す
る
た
め
に
、大
幅
な
財
政
出
動

を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、政
府
建
設
投
資
は
二
〇

一
二
年
度
の
一
六
兆
円
か
ら
翌
一
三
年

度
に
は
二
・
四
兆
円
増
の
一
八
・
四
兆

円
に
、連
動
す
る
形
で
民
間
建
設
投
資
も

二
六
・
四
兆
円
か
ら
二
九
・
九
兆
円
と

三
・
五
兆
円
増
加
し
た
。政
府
・
民
間
合

わ
せ
た
建
設
投
資
全
体
で
は
一
年
間
で

五
・
九
兆
円
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。つ

ま
り
第
二
次
安
倍
政
権
の
政
策
は
、建
設

投
資
の
側
面
で
見
る
と
、ピ
ー
ク
時
の
半

分
に
相
当
す
る
四
二
・
四
兆
円
か
ら
二
〇

一
九
年
度
の
六
二
・
九
兆
円
へ
と
七
年

で
市
場
を
二
〇
・
五
兆
円
拡
大
さ
せ
た

こ
と
に
な
る
。

と
で
、様
々
な
好
循
環
を
生
産
シ
ス
テ
ム

や
企
業
・
個
人
に
も
た
ら
せ
よ
う
と
い
う

壮
大
な
取
組
み
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣
が
政
策

の
最
大
の
柱
に
据
え
た
の
が
、デ
フ
レ
脱

却
を
目
的
に
し
た
経
済
政
策「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
三
本
の
矢（
大
胆
な
金
融
緩
和
・
大

幅
な
財
政
出
動
・
成
長
戦
略
）」だ
っ
た
。

安
倍
政
権
は
こ
の
経
済
政
策
を
す
ぐ
に

実
行
、二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
と
二
〇

一
三
年
度
予
算
を
一
体
的
に
編
成
、切
れ

目
の
な
い
予
算
執
行
を
行
う
、い
わ
ゆ
る

「
一
五
カ
月
予
算
」の
編
成
に
踏
み
切
る
。

　
ま
た
安
倍
政
権
が
発
足
し
た
二
〇
一

二
年
と
い
う
年
は
、十
二
月
に
中
央
道
笹

子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
が
発
生

し
、そ
の
後
の
イ
ン
フ
ラ
点
検
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
大
き

　
政
府
投
資
が
二
〇
一
二
年
度
か
ら
の

七
年
で
六
兆
円
弱
、民
間
投
資
に
い
た
っ

て
は
一
五
兆
円
弱
ま
で
急
増
し
た
の
は
、

経
済
政
策
に
加
え
震
災
復
興
、二
〇
二
〇

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
決
定
な
ど

が
後
押
し
し
た
か
ら
で
あ
る
。

請
負
は「
需
給
」の

結
果
で
し
か
な
い
の
か

　
市
場
の
急
拡
大
は
、震
災
復
興
の
進
展

も
あ
り
資
機
材
高
騰
や
人
手
不
足
を
も

た
ら
し
た
。そ
れ
ま
で
の
過
度
な
低
価
格

入
札
、い
わ
ゆ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
横
行
を
ど

う
抑
止
す
る
か
が
大
き
な
問
題
だ
っ
た
建

設
業
界
と
発
注
者
は
、一
転
し
て
受
注
企

業
が
決
ま
ら
な
い「
入
札
不
調
」問
題
に

直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。国
土
交
通
省
は

二
〇
一
三
年
度
の
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
を
平
均
で
一
五
・
一
％
引
き
上
げ

た
。内
訳
は
、実
績
価
格
上
昇
相
当
額
一

〇
％
に
加
え
、社
会
保
険
加
入
に
伴
う
本

人
負
担
分
が
五
％
。こ
れ
に
よ
っ
て
、す

で
に
事
業
主
負
担
分
は
現
場
管
理
費
に

積
算
上
計
上
さ
れ
て
い
た
か
ら
、公
共
工

事
に
つ
い
て
技
能
者
の
社
会
保
険
未
加

入
の
言
い
訳
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
た
。

な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

不
幸
な
出
来
事
だ
っ
た
が
、こ
の
事
故
は

人
口
の
高
齢
化
問
題
に
な
ぞ
ら
え
て
、イ

ン
フ
ラ
の
高
齢
化
・
老
朽
化
問
題
へ
の
対

応
が
広
く
国
民
に
も
認
識
さ
れ
、そ
の
後

の
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
の
取
組
み

に
も
つ
な
が
っ
た
。建
設
産
業
界
に
と
っ

て
も
、第
二
次
安
倍
政
権
が
誕
生
し
た
二

〇
一
二
年
は
大
き
な
変
化
の
う
ね
り
の

中
に
い
た
と
言
え
る
。

市
場
規
模
の
急
拡
大
が

も
た
ら
し
た
も
の

　
第
二
次
安
倍
政
権
が
発
足
す
る
前
年

の
二
〇
一
一
年
は
、三
月
の
東
日
本
大
震

災
、四
月
の
日
本
建
設
業
団
体
連
合
会
・

日
本
土
木
工
業
協
会
・
建
築
業
協
会
の

　
設
計
労
務
単
価
が
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
の
年
、技
能
者
の
処
遇
改
善
へ

向
け
、元
請
企
業
団
体
の
日
本
建
設
業

連
合
会
は
、民
間
発
注
者
団
体
の
不
動

産
協
会
と
異
例
の
ト
ッ
プ
会
談
を
開
い

た
。安
倍
政
権
の
経
済
政
策
に
も
沿
う

形
で
始
ま
っ
た
、建
設
技
能
者
の
処
遇
改

善
の
取
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
が

目
的
だ
っ
た
。そ
の
後
、公
共
・
民
間
、

土
木
・
建
築
い
ず
れ
も
大
手
・
準
大
手

元
請
が
け
ん
引
す
る
形
で
、受
注
工
事
の

採
算
は
額
・
率
と
も
大
き
く
改
善
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　
元
請
経
営
者
が「
値
戻
し
」と
表
現
し

た
工
事
採
算
の
改
善
は
、中
小
元
請
や

専
門
工
事
企
業
に
も
波
及
、社
会
保
険

加
入
促
進
の
動
き
と
連
動
す
る
形
で
技

能
者
の
社
員
化
も
一
部
で
進
み
始
め
た
。

ま
さ
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
目
指
し
た
、好

循
環
の
波
が
徐
々
に
広
が
る「
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
」を
、建
設
産
業
も
実
感
し
つ
つ

あ
っ
た
。

　
し
か
し
今
、市
場
の
先
行
き
不
透
明
感

が
強
ま
る
な
か
、再
び「
低
価
格
競
争
激

化
」「
コ
ス
ト
削
減
圧
力
」懸
念
に
産
業

全
体
が
さ
ら
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　
先
を
見
越
し
て「
工
期
」の
ダ
ン
ピ
ン

三
団
体
が
合
併
し「
日
本
建
設
業
連
合

会
」が
発
足
、六
月
に
は
国
土
交
通
省
が

「
建
設
産
業
の
再
生
と
発
展
の
た
め
の

方
策
二
〇
一
一
」を
公
表
す
る
な
ど
、建

設
産
業
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
が
続

い
た
年
だ
っ
た
。二
年
後
の
二
〇
一
三
年

に
は
、㈱
フ
ジ
タ
が
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
グ

ル
ー
プ
入
り
し
た
ほ
か
、合
併
に
よ
り
㈱

安
藤
・
間
が
誕
生
し
て
い
る
。ま
さ
に
二

〇
一
一
年
は
産
業
・
業
界
再
始
動
の
起

点
と
な
っ
た
年
だ
っ
た
。

　
話
を
第
二
次
安
倍
政
権
の
経
済
政

策
に
戻
す
。当
時
の
日
本
は
、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
脱
却
出
来
ず
に
い

た
。建
設
市
場
も
民
間
市
場
は
、二
〇
〇

八
年
度
の
民
間
建
設
投
資
額
が
三
一
・

五
兆
円
に
対
し
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
が
大
き
く
出
始
め
た
翌
年
の
二
〇

グ
を
防
止
す
る
た
め
に
法
改
正
ま
で
し

た
が
、競
争
激
化
の
不
安
は
高
ま
り
つ

つ
あ
る
。不
安
の
原
因
は
、競
争
の
本
質

が
、突
き
詰
め
れ
ば
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
改
め
て

突
き
つ
け
ら
れ
た
か
ら
だ
。

　
過
去
、競
争
激
化
は「
利
益
な
き
繁

忙
」「
協
力
企
業
へ
の
し
わ
寄
せ
」「
技

能
者
の
処
遇
悪
化
」と
い
う
負
の
連
鎖
を

も
た
ら
し
た
。こ
の
反
省
か
ら
建
設
産
業

界
は
、第
二
次
安
倍
政
権
発
足
に
伴
い
新

た
な
対
応
を
選
択
。働
き
方
改
革
な
ど
も

あ
り「
し
わ
寄
せ
」「
処
遇
悪
化
」に
戻

る
選
択
肢
は
な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
な
か
で
の
競
争
激
化
で
あ
る
。市

場
の
シ
ェ
ア
占
有
率
が
高
い
と
か
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
価
格
構

成
力
を
持
て
れ
ば
、競
争
激
化
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
は
少
な
い
。た
だ
現
状
は
、供

給
力
を
上
回
る
需
要
が
な
く
な
れ
ば
、供

給
側
で
あ
る
個
社
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
判

断
で
対
応
す
る
こ
と
が
新
た
な「
負
の
連

鎖
」へ
の
不
安
と
な
る
。こ
の
不
安
を
見

越
し
た
か
ら
こ
そ
の
、需
給
バ
ラ
ン
ス
だ

け
に
寄
ら
な
い
も
の
と
し
て
、新
担
い
手

三
法
と
多
様
な
入
札
全
面
導
入
が
あ
る

と
期
待
し
て
い
る
。
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